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1巻頭言 ― 「人」というものの複雑さを前にして
臨床心理学部　学部長　香川　克
心理学・臨床心理学のワールドは、大きく変わろうとしている。2015年 9月の公認心理師法の成立、
2017年 9月の同法の施行を受け、2018年には第 1回の公認心理師試験が行われ、公認心理師という
新しい心理職の資格が誕生することになる。公認心理師の誕生が、これまでも長く行われてきた心
理支援の営みにどのような影響を与えるかということは、現時点では確たることは言えないが、今
後の展開の中で起きてくる様々な事態への対応は不可欠であろう。
さて、この公認心理師をめぐる様々な言説の中で、「心理支援は、bio－ psycho－ socioモデル（生
物－心理－社会モデル）で人間をとらえていくことが必要だ」ということが強調され始めている。
本誌のタイトルである「心理社会的支援」の「心理社会的」に、さらに、「生物」を付け加えた言葉
が多く聞かれるようになってきているのである。
もちろん、人間を「生物－心理－社会的次元」で考えるということは、公認心理師の誕生と共に
スタートしたわけではない。これまでも言われてきたことであるし、内容自体に異論があるわけで
もない。しかし、人間を「三つの側面から理解する」ということが、「三つの部分に分解する」よう
に見えてしまうのは私だけだろうか。「分ける」ことは「分かりやすくする」ことと繋がっており、「分
かりやすい」ことは広まりやすいことでもあるから、この「三つの側面」は「三分法」のような形
で広まり定着してしまう可能性は否定できない。もちろん、公認心理師をめぐる言説の中でも、「分
ける」ことばかりが重視されているわけではないのだが、それでも、言葉の持つ意味合いは、使わ
れているうちに分かりやすい方へ流れていくリスクがある。
「人」というものは、もう少し、分かりにくい、複雑な存在なのではなかろうか。ある場面でのあ
る人の姿の背後には、別の場面でのその人の体験が必ず生き生きと影響を与えている。また、ある
人の現在の姿には、それまでのその人の歴史の重みが色濃く影を落としている（子どもであっても、
すでにそれまでの歴史を担って生きている）。このような複雑さは、他者を簡単に「分かる」ことを
難しくしている。そして、その「分かりにくさ」に巻き込まれながら、それでも何とか共に生きる
中で支え合おうとしていくことが、「支援」という営みの「根」の部分には、必要なのではなかろうか。
このように考えた時に、本誌「心理社会的支援研究」は、なかなかユニークな雑誌である。心理
臨床・初等教育・幼児教育・保育・精神保健福祉・児童福祉などなどの、様々な立場からの「人」
への関わりに関する研究が、共存しているのである。
「人」は複雑な存在なのだから、そこに関わるには多面的で多様な立場がなければならない。とも
すると多様性は混乱を生み出してしまうおそれもあるわけだが、一方で、早急な「統合」や「整理」
は多様性を失わせる。この雑誌に表現されているような「多様性の共存」は、今後も大切に継続し
ていきたいものである。子どもたちの、豊かな成長を心から願いつつ。

